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B74∬∫‘。＿R平物鰍5とダイコン、キャベツの交雑和合性

藤枝　國光・海谷　久輝・郭　秀年

1．目　的

　福島（．1945）が育成したBγ¢3廊・・司翫アんα賜3（以下Kと略す）が、九州大学園芸学教室に保存

されている。現在のK：は安定した複二倍体（ccRR）で、．草勢が強く、稔性もすこぶる高い。本試験

は、Kとダイコン及びキャベツとの和合性を調べ、層ダイコンとキャベツとの属間交雑育種における、

橋渡し植物としてめKρ利用鹸剥したものである『・

2．材料及び方法

　．8物38毎・遭αp加肱81‘K－3’‘K：一11’‘K－13’、ダイコン；‘大阪四十日’‘晩生桜

島’‘みの早生’6アルタリ’‘コメ渉ト’、キャベツ1‘三池早生’‘三池中生’‘黒日中生’を

供試した。1985年春に、無加温ハウメで抽斗開花させ、：Kとダイコン及びキャベ閉の正逆交配を、

騰儲受粉で行った・興趣20～23．塚目弔3㍗35叫声の発送魔顕微鏡下で諏泰

の成熟後に結棊率、結実数種子㊥大きさを調査セた。・さらに、‘Kl－3’×‘みの早生’（交配後：27

～29日目）1‘1（一ユ1・×‘アルダリ’・層（24～26白干）、‘』K一『13・×‘三池早生・（19

～23日目）の交雑胚を胚培養に供試し、i雑種植物の作出をはかった。培地は、　White基本培地

（しょ糖30g／6・寒天89／6・pH5．7～5．8）、ならびにそれに、　N－AAO．1　pμ（N）、カイネ

チン1p卿（K）、カザミノ酸200仰η（C）などを添加した8試験区を作り、置床後40日目に調

査した。子房培養は、‘：K－13’×‘三池早生’の交配4日後の子房を供試し、雑種胚の発育を調

査した。培地は、White基本培地（しょ糖509／6・寒天89／6・pH5．7～5．8）、それに1－A

A1鯉η（1）｛GAlp御　（G）、カザミノ酸300∫即勉，（C）などを添加した8試験区を作り、

置床後36日目に調査じた。これらの培養は、いずれも25。C・16時間日長下で行った。

こ　結　果

　1）交配試験　胚の発育及び種子稔性の結果は、第1表及び第2表に示した。K×ダイコンにおい

ては、交配約20日後で胚乳の退化が始まっていたが、かなりの胚がすでに　torpedo　stageに達し

ていた。三三率は20～69％、菱当り種子数は0．S　7～2．58で、品種により差異が大きく、‘みの早

生’や‘アルタリ’が高い和合性を示．した。また、得られた種子はほとんどが1．0～2．5〃πの小粒種子で

2．6～3．5π鍛の大粒種子が、’どく少量待られた。ダィゴジ×Kにおいて1ま、‘アルタリ’、‘コメット’
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第1表．Bγσ83ゴ・・一丁αpんα％8　とダイコン、キャベツの正逆交雑における胚の発育

正 交 雑 逆 交 雑
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：K3×四十日

　　　晩顎骨昌
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第2表　B7α38乞・ザR仰加脇8　とダイコン、キャベツの正逆交雑における種子稔性

正　　交　　順 逆　　交　　雑

交配組合せ交配結棊種子の大きさ誉結実数　交配結棊種子の大きさ結実数

　　　　　　花数率％S　M　L　花　　棊　花数率％S　M　：L　花　　棊

K3　×四十日
　　　晩生桜島

　　　みの早生
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　　　門葉中生
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で高い結泰率を示したが、胚の発育が悪く、成熟種子は殆んど得られなかった。

．k×キ》ベツにおいでは、結葵率が高く、56～97％を示したが、胚め多く’は‘hea琶stageで生

育が止まり・1：05r）2・45π〃の小粒二子と2・60’～2・85〃πの大粒種子炉、僅かに得られたにすぎなか

った。キャベツ×rにおいても結泰率は82～99％と高かったが、胚の発育はさらに悪く、成熟種子

は殆ど得られなかった。

　2）胚培養試験　‘K－3’×‘みの早生’、‘K－11’×‘ア々タリ’、‘K－13’×‘三

池早生’の胚をそれぞれ胚培養に供試した。‘みの早生’、‘アルタリ’のどちらも、摘出胚の大きさ

は、forpedo　stageまで達したものが多く、　heart　stageもcomplet6　heart　stageのものが多か

った。torpedo　stageの胚は、‘みの早生’及び‘アルタリ’では、　white基本培地とカイネチン1

ppmの区で30％以上が、小植物を形成した。他の区では、10～20％と形成率が低く、添加物の

効果は認められなかった。また、heart　stageの腔は、ほとんど発育しなかった（第3表、第4表）。

第3表　　K－3×みの早生の胚培養

培：地組成
置床胚鞘 発　育　し　た胚　の　数
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曇　本文参照

鞘交配後27－29日
＊＊＊MlO．25〈M≦0．5ππ（heart　stage）

　　LlO．5彿π以上（torpedo　stage）
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第4表　　K－11×アルタリの胚培養

培地組、或曇
　　置床、ザ
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鞘交配後24－26高
欄M；0．25〈M≦0．5〃〃（heart　stage）

　　L；0．5勿π以上（torpedo　stage）

　‘：K－13’×‘三池早生’の胚培養では、910bular　stage，　early　heart　stageのものがほと

んどで、僅かに奇形胚が得られたに過ぎなかった。

　3）子房培養試験　‘K×13’×‘三池早生’においては、さらに子房培養試験を行った。

White基本培地及びカザミノ酸1P御の区で、棊当たりの回数が、2．22個及び2．73個と多かった。

それらの胚は、珠皮が黒く変色した完熟胚がほとんどで、さらにそれを培養することで雑種植物を得

ることができた。GA、1－AAの効果は認められなかった（第5表）。

4．考　察

　以上の結果より、Kとダイコン及びキャベツとの属間交雑親和性は、正逆交配によらて異なり、

花粉親の品種間にもかなbの相異があると考えられる。K×ダイコンでは、　in　vivOでも雑種種子が

得られやすく、さらに胚培養によってその効率を高めることも可能と思われる。また、K：×キャベツ

においては、胚の発育が悪く、胚培養を援用しても雑種植物をうることは難しかった。しかし、子房
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第5表　K－13×三池早生の子房培養

　　　ウ培：地組成 蒙（讐鼻）G発育磐騨㌔S飛さ攣叢 麦当り

計胚数
White（W）　18
W十C　　　　　ll

W十G　　　　　9

W十1　　　　　12

W十C十G　　13
W十G十1　　16
W十1十C　　14

W十C十G十113

2，4十〇．4

2．4一←0。5

2．7十〇．7

2．2十〇．8

2．8十〇．6

2．0十〇．5

2。5十〇．6

2．6十〇．8

1
1
4
1
4
0
1
1

3
4
6
1
3
0
5
1

2　　　34　　　1　　　3

1　　　24　　　1　　　4

3　　　　1　　　7　　　4

0　　　　5　　　1　　　1

1　　　　2　　　4　　　3

0　　　　0　　　0　　　0

1　　　　8　　　1　　　5

0　　　　0　　　1　　　0

3　　33

5　　20

1　　　2

1　　　4

2　　　1

0　　　0

2　　　7

1　　　0

40　2．22

30　2．73

14　1．56

7　0．58

10　0．77

0　0

15　1．07

2　0．15

瓠　本文参照

鞘　SD；標準偏差

搬S；0．25〃彿以下

　MlO．25－0．5〃〃

　L弓　0．5－1．0鋸卿

　：LLl　1．0ππ以上

培養によって幼胚の生長を促進させ、その後胚培養することで、小植物が容易に育った。研α8廊・・一

直p加肱3を橋渡し植物としてのダイコンとキャベツとの交雑育種は有望と思われる。
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